
年 月 日〈日〉→ 月 日〈日〉
丸亀市猪熊弦一郎現代美術館
開館時間＝10:00→18:00（入館は17:30まで）  会期中無休
観覧料＝一般950円（760円）、大学生650円（520円）、高校生以下または18歳未満・丸亀市内に在住の65歳以上・各種障害者手帳をお持ちの方は無料
＊（ ）内は前売り及び20名以上の団体料金（常設展料金含む）  年間パスポート：2,500円  ＊2011年11月6日までの会期中、お一人につき何回でも使用できます。 
主催＝丸亀市猪熊弦一郎現代美術館、公益財団法人ミモカ美術振興財団   協力＝財団法人小田原文化財団、ギャラリー小柳



［関連プログラム］
◎対談：谷口吉生×杉本博司
日時：4月1日〈金〉 19:00-
場所：2階ミュージアムホール
定員：200名（先着順）
料金：無料
＊当日14:00より1階受付にて整理券を発行いたします。

◎キュレーターズ・トーク
本展担当キュレーター（中田耕市、河内田絵美）が展示室にて
展覧会の見どころをお話します。
日時：会期中の日曜日 各日14:00-
参加無料、ただし展覧会チケットが必要です。
申込み不要、当日1階受付前にお集まりください。

［同時開催常設展のお知らせ］
◎猪熊弦一郎展
日時：2011年3月6日〈日〉→5月15日〈日〉 会期中無休

［次回開催企画展のお知らせ］
◎杉本博司 アートの起源［歴史］
日時：2011年5月29日〈日〉→8月21日〈日〉 会期中無休

丸亀市猪熊弦一郎現代美術館／公益財団法人ミモカ美術振興財団
〒763-0022 香川県丸亀市浜町80-1（JR丸亀駅前）

／

［前売券販売場所］
（丸亀）あーとらんどギャラリー：0877-24-0927
オークラホテル丸亀：23-2222
おみやげSHOPミュー：22-2400／きままや：22-9361
電子チケットぴあ（サークルK、サンクス、セブンイレブン）：
Ｐコード：764-160

 ［アクセス］
・鉄道（JR）で：JR丸亀駅下車、南口より徒歩1分
 東京駅［新幹線で約3時間20分］／博多駅［新幹線で約1時間40分］─岡山駅─
［松山または高知方面行特急で約40分］─丸亀
  高松駅─［予讃線快速で約30分］─丸亀
・飛行機で：（高松空港から）高松空港─［ タクシー約40分／乗合タクシー約50分*］─
丸亀 ＊高松空港シャトル便（1名片道1,500円／搭乗前日午前中迄の予約制／0120-135024

または0877-22-1112／東讃交通）
 高松空港─［バス約40分］─高松駅─［予讃線快速で約30分］─丸亀
 （岡山空港から）岡山空港─［バス約30分］─岡山駅─
［松山または高知方面行特急で約40分］─丸亀
・高速バスで：東京・横浜・名古屋・大阪・関西空港・神戸・福岡より直通運行
・お車で：JR丸亀駅前地下駐車場・1時間無料
 （本州方面から）［瀬戸大橋経由］瀬戸中央自動車道 坂出北ICより約10分  

［神戸淡路鳴門道経由］高松自動車道 坂出ICより約15分
 （四国内の高速道路から）高松自動車道 坂出IC・善通寺ICより約15分

［ ］

一年間にわたり一人のアーティストを4つの連続する展
覧会によって紹介する、他に類を見ない画期的なプロ
ジェクト「杉本博司 アートの起源」。 2010年11月よりは
じまったこのプロジェクトでは、独自のコンセプトと最高
の技術から生み出された美しくも力強い杉本芸術が、
科学・建築・歴史・宗教という根源的な4つのテーマから
「アートの起源」へと収斂し、その全貌が明らかにされ
ていきます。 
　初回の「科学」に続き第2回展となる本展は、写真を
主軸としながらもさまざまな表現に取り組む杉本の活
動のうち「建築」をテーマとして取り上げ、敢えて焦点距
離を「無限の倍」にずらして撮影した〈建築〉シリーズの
ほか、インスタレーションや立体作品などによって構成
されます。 とりわけ当麻寺三重塔の古材と写真作品を
用いたインスタレーション《反重力構造》や、建築の起
源を炎の記憶にまで遡り、1本の蝋燭の炎が燃え尽き
るまでを写し取った写真を蝋燭の灯りのもとで展示す
る〈陰翳礼賛〉シリーズなど、当館の建築空間を活かし
て展示される作品は本展の大きな見どころとなります。
　杉本がいかに構造や空間を捉え作品へと昇華させ
てきたのか、本展はその手がかりを提示すると同時に、
私たちにアートの起源、ひいては人間の意識の起源とし
ての「建築」を問いかけるものとなることでしょう。 


